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◆◆◆◆研究研究研究研究キーワードキーワードキーワードキーワード                                                                                                                                            

  胡漢融合 ／ 墓誌 ／ 竹簡    

◆◆◆◆主要業績主要業績主要業績主要業績                                                                                                                                総数総数総数総数（（（（2222））））件件件件    

・日本的魏晋南北朝官僚制研究 

・北魏的  陽鄭氏 

◆◆◆◆研究内容研究内容研究内容研究内容                                                                ◆◆◆◆教育内容教育内容教育内容教育内容                                                                    

３方面の研究を行った。１つは魏晋南北朝とりわけ

北魏の官僚制および官僚となった人々に関わる研究

である。公刊された北魏官僚制研究史のまとめは、

2003 年の著書の序章として執筆したもので、05 年

度の業績ではないが、北京大学歴史学部の雑誌に翻

訳掲載された。北魏で有力な官僚家となった 陽鄭

氏の動向を詳細に追求した研究は、官僚制度の理解

の上に立って、魏晋南北朝時代を特色づける貴族の

あり方に目を向けた論文。05 年夏に上海復旦大学の

記念シンポジウムで発表したが、予定されている正

規の論文集は未刊行である。２つは、石刻研究であ

る。北魏の中期以降、大量に詳細な墓誌が造られる

ようになったが、歴史研究にいかに取り込むか、再

検討を開始した。成果は２，３年度に出せるはず。

３つは呉簡研究である。04 年度に続き、呉簡を収蔵

する長沙に赴き、呉簡を調査するとともに、北京大

学での研究討論会に参加した。また、研究の一部を

中国出土資料学会において報告した。 

学部教育：1 年生には隔年で東洋史概説と東洋史入門講

読を担当している。概説では中国の殷周時代から唐末ま

での社会の変化の大略を理解させるように努めている。

一部に日本との関係を交える。入門講読は年度により内

容を異にするが、中国史に関する比較的平易な著書を用

い、通説を打ち破る新たな考えがどう組み立てられてい

るか、あるいは史料批判がなぜ必要かを理解させるよう

にしている。2 年生には、中国史研究に多く用いられる

各種の史料を毎週１つずつ扱い、それら史料の性格を理

解させるとともに、学生に分担発表させることにより、

中国史の研究方法の基本を学ばせる。3、4 年生の演習は

資治通鑑を用い、漢文読解力の養成と、関係項目調べを

通じた中国史研究方法を学ばせる。もちろん論文作成の

指導を含む。 

大学院教育：基本的には、各人の研究発表形式で、参加

者がそれに対する質疑を行い、教員が指導を行う形式で

進行させる。必要に応じて、石刻史料などの史料研究を

取り入れる。 
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◆◆◆◆共同研究例共同研究例共同研究例共同研究例                                                                                                                                                     

・呉簡研究および石刻資料研究 

◆◆◆◆将来将来将来将来のののの研究計画研究計画研究計画研究計画・・・・研究研究研究研究のののの展望展望展望展望                                                                                                                     

本学における研究期間は 06 年度で終了する。その後の研究がいかなる形で継続するか、現段階では不明であるが、

研究員として籍を置いている東洋文庫を利用する研究遂行を考えている。研究の方向は、中国北朝期の支配階層の

動向、および胡漢融合の実態を追求すること、墓誌など石刻資料の歴史研究への取り込みについて明確な指針を得

ること、続々と公表される呉簡を用いた三国時代の地方官僚体制の解明を中心とすることになろう。 

◆◆◆◆受験生等受験生等受験生等受験生等へのへのへのへのメッセージメッセージメッセージメッセージ                                                                                                                                

受験生が入学した段階では退職して不在であるので、一般的なことしか述べることはできない。大学における歴史

の勉強は高校までと異なることは皆さん承知しているはずである。年号や出来事をひとつひとつ記憶するといった

苦痛は軽減される。これまでの研究で明らかになっていることを学ぶことも楽しいであろうが、自分で史料を探し、

史料を読み、自分なりの歴史解釈を行うことは何よりも楽しいと私は考える。真剣に歴史研究に取り組む、その過

程で身についた態度こそが、社会に出ても役立つのだと私は考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


